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一
、
は
じ
め
に

『
史
記
』
（
注
一
）
や
『
論
語
』
（
注
二
）
な
ど
の
漢
籍
に
取
材
し
た
「
麒
麟
」

（
注
三
）
は
、
一
九
一

0
年
十
二
月
「
新
思
潮
」
に
掲
載
さ
れ
た
谷
崎
の
初
期

代
表
作
で
あ
る
。
「
刺
青
」
（
注
四
）
な
ど
の
出
世
作
と
同
様
に
、
「
す
べ
て
美
し

い
も
の
は
強
者
で
あ
り
、
醜
い
者
は
弱
者
で
あ
っ
た
。
」
と
い
う
谷
崎
文
学
固
有

の
芸
術
的
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
史
実
と
近
接
し
た
こ
の
創
作
の
中
身
は
、
中

国
春
秋
時
代
の
儒
学
聖
人
で
あ
る
孔
子
が
衛
の
国
に
赴
い
た
際
、
霊
公
、
及
び

夫
人
南
子
と
対
面
す
る
物
語
で
あ
る
。
歴
史
上
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
物
語
の
骨
組

み
と
し
つ
つ
、
「
道
徳
」
を
代
表
す
る
孔
子
と
、
「
色
香
」
を
代
表
す
る
南
子
夫

人
と
の
間
の
対
立
を
テ
ー
マ
と
す
る
。
谷
崎
が
漢
籍
に
取
材
し
、
ま
た
新
た
な

西
洋
の
小
説
技
法
で
書
い
た
「
麒
麟
」
は
、
当
時
に
お
い
て
革
新
的
な
創
作
で

あ
っ
た
と
言
え
る
。
次
に
、
「
麒
麟
」
の
題
材
、
及
び
創
作
手
法
に
つ
い
て
従
来

の
評
価
を
ま
と
め
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

「
麒
麟
」
の
革
新
性
に
対
し
、
最
も
早
い
評
価
を
提
出
し
た
の
は
永
井
荷
風

で
あ
る
。
彼
は
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
「
タ
イ
ス
」
や
「
バ
ル
ブ
・
ブ
リ

ウ
」
な
ど
の
作
品
に
言
及
し
、
「
麒
麟
」
の
特
徴
を
「
殊
に
こ
の
『
麒
麟
』
の
文

章
を
以
て
、
優
に
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
『
タ
イ
ス
』
や
『
バ
ル
ブ
・
ブ

リ
ウ
』
の
書
き
出
し
に
も
比
較
し
得
る
も
の
と
信
ず
る
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
注

原

文

マ

マ

五
）
。
ま
た
、
篠
塚
真
木
は
、
「
谷
崎
潤
一
郎
の
デ
ビ
ュ
と
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ

「
霊
台
」
と
「
商
墟
」
の
間

ー
谷
崎
潤
一
郎
『
麒
麟
』
論
ー

陳

竹

ン
ス
ー
ー
ー
「
麒
麟
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
—
|
＇
」
（
注
六
）
に
お
い
て
、
「
麒
麟
」

と
フ
ラ
ン
ス
作
家
、
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
小
説
「
バ
ル
タ
ザ
ア
ル
」

の
間
の
類
似
性
に
論
及
し
、
「
麒
麟
」
の
誕
生
は
谷
崎
潤
一
郎
が
ア
ナ
ト
ー
ル
・

フ
ラ
ン
ス
を
十
分
に
読
み
込
ん
で
生
ま
れ
た
作
品
で
あ
る
と
推
断
し
て
い
る
。

そ
れ
に
続
き
、
「
谷
崎
潤
一
郎
が
そ
れ
と
非
常
に
よ
く
似
た
創
作
方
法
を
と
っ
て

い
た
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
こ
う
し
た
共
通
の
要
素
が
こ
の
二
人

の
作
家
に
き
わ
め
て
似
た
創
作
方
法
を
と
ら
せ
た
の
は
、
け
だ
し
当
然
の
こ
と

で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
」
と
述
べ
、
「
谷
崎
潤
一
郎
の
初
期
の
創
作
方
法
ー
|
'
「
麒

麟
」
再
論
と
「
信
西
」
の
材
源
|
ー
＇
」
（
注
七
）
の
中
で
、
谷
崎
潤
一
郎
と
芥
川

龍
之
介
二
人
の
創
作
手
法
が
類
似
し
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
西
原
大
輔
は
「
麒
麟
」
の
革
新
性
に
つ
い
て
、
「
中
国
古
典
文
学
や

英
仏
の
文
学
な
ど
、
先
行
す
る
本
か
ら
知
的
作
業
を
通
じ
て
生
み
出
さ
れ
た
と

い
う
意
味
で
、
「
麒
麟
」
は
極
め
て
ブ
ッ
キ
ッ
シ
ュ
な
作
品
で
あ
る
。
（
中
略
）

フ
ラ
ン
ス
文
学
や
イ
ギ
リ
ス
文
学
、
さ
ら
に
中
華
料
理
の
要
素
も
取
り
入
れ
る

な
ど
、
漢
籍
に
依
拠
し
つ
つ
も
漢
籍
を
離
れ
て
ゆ
く
と
こ
ろ
に
「
麒
麟
」
の
革

新
性
が
あ
る
。
」
（
注
八
）
と
書
い
て
い
る
。

な
お
、
南
子
夫
人
像
の
分
析
を
通
し
、
女
性
像
を
研
究
す
る
論
文
も
散
見
さ

れ
る
。
例
え
ば
、
吉
美
顕
は
「
谷
崎
が
「
麒
麟
」
か
ら
論
じ
よ
う
と
し
た
の
は
、

「
刺
青
」
と
同
じ
よ
う
に
「
女
性
美
」
で
あ
り
、
男
性
に
対
し
て
の
強
者
の
「
美
」

で
あ
っ
た
。
」
（
注
九
）
と
述
べ
て
い
る
。

そ
の
他
、
雀
海
燕
は
、
「
二
人
の
南
子
ー
谷
崎
潤
一
郎
「
麒
麟
」
と
林
語
堂
「
子

見
南
子
」
ー
」
（
注
十
）
の
中
で
、
両
作
品
に
表
現
さ
れ
る
南
子
夫
人
の
イ
メ
ー

ジ
が
大
き
く
相
違
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
原
因
が
「
そ

れ
ぞ
れ
の
国
と
時
代
と
の
状
況
を
反
映
」
と
主
張
し
て
い
る
。
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漢
籍
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
最
初
に
指
摘
し
た
の
は
日
夏
歌
之
介
で
あ
る
。

彼
は
谷
崎
が
漢
学
に
通
じ
る
こ
と
を
「
谷
崎
君
が
肯
へ
て
そ
れ
を
拾
ひ
上
げ
た

の
は
ひ
と
つ
の
卓
見
に
ち
が
ひ
は
な
く
、
又
そ
の
文
体
が
漢
学
畑
よ
り
採
つ
て

全
く
漢
学
臭
を
脱
し
た
も
の
を
所
有
し
て
ゐ
た
の
が
佳
か
っ
た
。
」
（
注
十
一
）

と
語
っ
て
い
る
。

ま
た
、
徳
田
進
は
、
「
谷
崎
文
学
と
中
国
古
典
と
の
交
渉
_
|
|
「
麒
麟
」
を
中

心
に
ー
—
」
の
中
で
、
「
谷
崎
氏
は
史
記
を
縦
と
し
、
論
語
を
横
と
し
、
こ
れ
に

儒
教
関
係
の
著
名
書
を
織
り
こ
ん
で
、
取
材
、
着
想
、
想
像
、
構
成
に
破
綻
の

な
い
「
麒
麟
」
を
創
作
し
た
。
」
（
注
十
二
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
吉
田
精
一
は
、

「
主
題
は
精
神
と
肉
体
、
道
徳
と
官
能
と
い
う
、
人
間
内
部
の
二
つ
の
争
い
で

あ
り
、
後
者
が
前
者
を
圧
倒
す
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
」
（
注
十
三
）
と
述
べ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
李
春
草
は
、
「
麒
麟
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
意
味
や
物
語
の
基

調
な
ど
を
分
析
し
、
そ
の
主
題
が
「
す
べ
て
美
し
い
も
の
は
強
者
で
あ
り
、
醜

い
も
の
は
弱
者
で
あ
っ
た
」
（
注
十
四
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
姐
己
の
狐
の
イ

メ
ー
ジ
に
関
し
て
は
、
千
葉
俊
二
が
、
『
谷
崎
潤
一
郎
ー
ー
狐
と
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
』

（
注
十
五
）
の
中
で
、
「
刺
青
」
、
「
麒
麟
」
そ
し
て
「
吉
野
葛
」
に
出
て
く
る
狐

の
形
象
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

「
刺
青
」
の
掲
載
か
ら
わ
ず
か
一
ヶ
月
ほ
ど
後
に
発
表
さ
れ
た
「
麒
麟
」
は
、

当
初
そ
れ
ほ
ど
注
目
は
集
め
な
か
っ
た
。
だ
が
、
膨
大
な
漢
籍
か
ら
取
材
し
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
「
麒
麟
」
は
、
そ
の
中
に
歴
史
の
痕
跡
を
残

し
な
が
ら
、
同
時
に
華
や
か
な
想
像
の
世
界
も
呈
示
し
て
い
る
。
そ
の
歴
史
の

醍
醐
味
は
、
一
方
で
読
み
手
に
晦
渋
な
印
象
を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
や

が
て
谷
崎
の
初
期
作
と
し
て
見
直
さ
れ
、
読
者
の
視
線
を
集
め
る
よ
う
に
な
る
。

「
麒
麟
」
と
漢
籍
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
が
あ
る
。

漢
籍
以
外
で
は
、
主
に
小
説
技
法
や
道
徳
と
官
能
の
対
立
、
及
び
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム

な
ど
に
関
す
る
研
究
が
多
い
。
だ
が
、
「
麒
麟
」
に
お
け
る
林
類
（
注
十
六
）
が

代
表
す
る
道
家
思
想
は
、
作
品
で
は
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
か
、
ま
た

道
徳
と
色
香
と
の
モ
チ
ー
フ
に
は
、
何
が
託
さ
れ
て
い
る
の
か
、
こ
う
し
た
点

に
は
ま
だ
掘
り
下
げ
る
余
地
が
残
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
「
麒
麟
」
の
小
説
構
造
を
考
察
す
る

と
共
に
、
孔
子
の
儒
家
思
想
を
考
察
の
軸
と
す
る
。
ま
ず
、
内
容
に
よ
っ
て
テ

ク
ス
ト
を
四
つ
の
部
分
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
「
麒
麟
」
の

主
題
が
本
質
的
に
は
思
想
の
対
峙
で
あ
る
こ
と
を
提
示
し
た
い
。
ま
た
、
林
類

の
登
場
が
作
品
で
は
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
か
を
捉
え
る
。
次
に
、

こ
れ
ま
で
ほ
ぼ
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
霊
公
の
登
場
、
及
び
南
子
夫
人
の
形

象
の
変
化
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
が
い
か
に
歴
史
上
の
殷
の
帝
辛
や
姐
己
と
繋
が

っ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
。
さ
ら
に
、
人
間
の
自
然
性
を
焦
点
と
し
て
、
林
類

が
代
表
す
る
自
然
無
為
観
と
、
現
代
文
芸
思
想
と
の
共
通
点
に
着
目
す
る
。
こ

れ
ら
に
よ
り
、
道
徳
と
欲
望
に
対
し
て
「
麒
麟
」
が
表
出
す
る
思
想
の
内
実
を

明
ら
か
に
し
、
初
期
谷
崎
文
学
の
思
想
基
盤
の
一
端
を
解
明
し
た
い
。
谷
崎
が
、

「
刺
青
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
世
に
間
う
た
「
麒
麟
」
に
は
、
現
代
文
芸
思
想
に

対
す
る
彼
の
態
度
を
見
極
め
る
初
期
作
と
し
て
の
価
値
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
「
麒
麟
」
の
構
成

「
麒
麟
」
の
小
説
構
成
は
、
内
容
に
よ
っ
て
、

大
ま
か
な
流
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

四
つ
の
章
に
分
け
ら
れ
る
。

第
一
章
は
、
孔
子
及
び
弟
子
た
ち
が
故
郷
の
魯
国
を
離
れ
、
衛
の
国
境
に
入

る
ま
で
の
経
歴
で
あ
る
。
孔
子
が
琴
を
執
っ
て
亀
山
に
向
か
っ
て
歌
っ
た
後
、
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野
に
出
て
老
子
の
門
弟
で
あ
る
林
類
に
面
会
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
『
列
子
』
（
注

十
七
）
の
「
天
瑞
篇
」
に
由
来
す
る
。
林
類
の
話
よ
り
、
自
由
を
追
求
す
る
道

家
思
想
の
死
生
観
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
れ
に
対
し
、
孔
子
は
「
ま
だ
道
を
得

て
、
至
り
盛
さ
ぬ
者
と
見
え
る
」
（
注
十
八
）
と
評
し
て
い
る
。

衛
国
に
入
る
孔
子
と
、
霊
公
、
及
び
南
子
夫
人
と
の
物
語
は
第
二
章
か
ら
展

開
す
る
。
衛
の
国
に
入
っ
た
孔
子
一
行
の
目
に
入
っ
た
の
は
恐
ろ
し
い
町
の
光

景
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
衛
の
霊
公
の
父
で
あ
る
襄
公
の
暴
政
に
耐
え
る
庶
民
の

呪
い
と
涙
に
よ
る
。
国
の
美
し
い
光
景
が
見
え
な
い
た
め
霊
公
も
気
分
を
損
ね

て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
霊
公
は
天
下
に
王
と
な
る
道
を
孔
子
に
尋
ね
る
。
孔
子

の
誡
め
に
従
っ
た
霊
公
は
、
夫
人
の
閏
を
一
旦
離
れ
て
行
く
。
あ
る
日
、
国
の

美
し
い
景
色
を
再
び
見
た
霊
公
の
目
に
感
激
の
涙
が
流
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う

し
た
や
り
方
は
、
支
配
力
を
失
い
そ
う
に
な
っ
た
南
子
夫
人
を
怒
ら
せ
る
結
果

と
な
り
、
彼
女
は
霊
台
に
上
が
っ
て
再
び
霊
公
を
誘
惑
す
る
。
其
の
後
、
霊
公

の
心
の
中
で
道
徳
と
色
香
の
戦
い
が
始
ま
る
。

第
三
章
は
、
小
説
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
南
子
夫
人
は
孔
子
を
宮
殿

に
召
し
て
誘
惑
す
る
た
め
に
、
三
つ
の
手
段
を
用
い
る
。
ま
ず
は
、
「
人
の
心
を
、

遠
く
甘
い
想
像
の
國
に
誘
ふ
力
が
あ
っ
た
」
香
で
あ
る
。
次
に
「
人
々
に
正
し

き
も
の
の
値
を
卑
し
み
、
美
し
き
者
の
値
を
愛
づ
る
心
を
輿
へ
た
」
お
酒
で
あ

る
。
そ
し
て
、
最
後
に
卓
上
に
運
ぶ
の
は
、
「
其
の
甘
い
肉
の
一
片
を
口
に
卿
む

時
は
、
人
の
心
に
凡
べ
て
の
善
と
悪
と
を
考
へ
る
暇
は
な
か
っ
た
」
珍
獣
の
肉

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
世
間
の
珍
し
い
も
の
に
触
れ
て
も
、
孔
子
の
顔
の

曇
り
は
始
終
晴
れ
る
こ
と
な
く
、
心
も
全
然
動
か
な
い
。
一
方
で
、
酷
刑
を
受

け
て
い
た
庶
民
の
惨
状
を
孔
子
に
見
せ
る
南
子
夫
人
は
、
も
は
や
姐
己
の
如
き

悪
辣
な
心
を
隠
さ
な
い
。

最
終
第
四
章
は
物
語
の
結
末
で
あ
る
。
孔
子
が
衛
国
を
去
る
前
日
、
遂
に
霊

公
は
南
子
夫
人
の
色
香
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
す
ぺ
て
の
支
配

権
を
奪
回
し
た
南
子
夫
人
は
、
美
と
悪
の
極
致
に
至
る
。
こ
う
し
た
結
果
を
見

た
孔
子
は
、
「
吾
、
未
だ
徳
を
好
む
こ
と
色
を
好
む
が
如
き
者
を
見
ざ
る
な
り
」

と
嘆
き
な
が
ら
、
衛
を
去
っ
て
再
び
伝
道
の
途
に
上
が
っ
て
ゆ
く
。

こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
道
家
老
子
の
門
弟
の
林
類
の
登
場
時
期
で
あ
る
。

『
史
記
』
の
「
孔
子
世
家
」
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
孔
子
が
魯
国
を
離
れ
た
直
後
、

最
初
に
入
る
の
が
衛
の
国
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
（
注
十
九
）
。
そ
の
点

と
、
「
麒
麟
」
の
冒
頭
に
紀
元
前
四
九
三
年
と
あ
る
叙
述
を
合
わ
せ
て
み
れ
ば
、

「
麒
麟
」
に
描
か
れ
て
い
る
時
代
は
、
孔
子
が
故
郷
の
魯
を
離
れ
、
初
め
て
衛

の
国
に
入
る
頃
と
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は

歴
史
上
の
南
子
夫
人
と
の
面
会
は
、
孔
子
が
二
度
目
に
衛
の
国
に
入
っ
た
頃
の

話
で
あ
る
（
注
二
十
）
。
そ
し
て
、
林
類
に
出
会
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
載
す
る
『
列

子
』
に
よ
れ
ば
（
注
二
十
一
）
、
孔
子
は
衛
の
国
に
行
く
途
中
に
、
林
類
に
会
っ

て
い
る
の
で
、
年
代
的
に
は
曖
昧
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
な
ら
、
「
麒
麟
」
で

は
、
林
類
の
登
場
を
孔
子
が
南
子
夫
人
と
面
会
す
る
前
の
話
と
し
て
設
定
す
る

の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
。
無
論
、
そ
こ
に
は
、
道
家
思
想
に
対
す
る
孔
子
の
見
方

が
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
谷
崎
が
意
図
的
に
「
麒
麟
」
の
前
半
に
設
定
し
て
い

る
の
は
興
味
深
い
。

作
品
の
構
造
を
全
体
的
に
見
れ
ば
、
冒
頭
で
は
、
林
類
と
出
会
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
道
家
思
想
に
対
す
る
孔
子
の
態
度
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
第
二
章
で
は
、

主
に
道
徳
と
色
香
の
間
に
躊
躇
う
霊
公
の
心
理
の
変
化
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
心
の
変
化
に
は
道
徳
と
欲
望
の
拮
抗
を
反
映
す
る
。
第
三
章
は
本
作
品
の

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
孔
子
と
南
子
夫
人
と
の
対
峙
を
通
じ
、
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美
の
極
致
に
至
る
南
子
夫
人
の
本
性
が
、
実
は
姐
己
の
よ
う
な
妖
婦
の
そ
れ
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
第
二
章
と
第
三
章
は
、
主
体
は
異
な
る
も
の

の
、
共
に
対
峙
の
力
関
係
を
描
く
内
容
で
、
小
説
の
主
軸
を
構
成
す
る
。
最
後

の
第
四
章
で
見
ら
れ
る
孔
子
の
失
意
は
、
冒
頭
部
分
に
描
か
れ
て
い
る
彼
の
挫

折
と
呼
応
す
る
。
霊
公
が
道
徳
よ
り
色
香
を
大
事
に
す
る
こ
と
は
、
孔
子
に
は

道
徳
側
が
敗
北
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
の
失
意
を
象
徴
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
孔
子
が
魯
国
を
離
れ
る
と
い
う
冒
頭
の
シ
ー
ン
を
想
起
さ
せ
る
。

故
郷
の
魯
の
国
で
理
想
を
実
現
で
き
な
か
っ
た
孔
子
は
、
衛
の
国
の
霊
公
に
精

力
的
に
道
徳
の
誡
を
勧
め
た
が
、
最
後
に
至
る
ま
で
成
功
で
き
ず
、
失
望
し
た

ま
ま
衛
の
国
を
離
れ
る
。
一
方
、
色
香
に
対
し
て
逆
ら
え
な
い
霊
公
は
、
人
間

が
自
然
の
欲
望
の
前
に
、
無
力
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。
以
上
、

作
品
全
篇
の
構
図
か
ら
見
れ
ば
、
「
麒
麟
」
の
完
成
度
は
非
常
に
高
く
、
ま
た
内

容
的
に
は
、
そ
の
本
質
は
思
想
の
拮
抗
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
天
に
任
せ
る
と
い
う
自
然
性
を
追
求
す
る
林
類
の
見
方

は
、
実
際
に
は
全
篇
の
礎
と
し
て
、
孔
子
が
主
張
す
る
道
徳
と
は
対
照
的
な
役

割
を
演
じ
て
い
る
と
考
え
る
。
自
然
と
人
間
、
無
為
と
有
為
、
凡
人
と
聖
人
、

こ
う
し
た
二
項
対
立
が
作
品
全
篇
を
貫
き
、
ま
た
「
麒
麟
」
に
表
出
す
る
思
想

性
も
そ
こ
か
ら
窺
わ
れ
る
。
谷
崎
が
林
類
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
「
麒
麟
」
の
前
半

に
設
定
す
る
こ
と
で
、
孔
子
が
主
張
す
る
有
為
と
は
対
照
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

読
者
に
与
え
、
儒
家
思
想
と
対
立
す
る
道
家
思
想
の
存
在
を
提
示
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に
衛
国
に
入
る
孔
子
と
霊
公
と
の
対
面
を
分
析
し
、

作
品
に
お
け
る
霊
公
の
立
場
を
捉
え
て
み
た
い
。

三
、
「
霊
台
」
と
霊
公

五
彩
の
虹
を
繍
ひ
出
し
た
宮
殿
が
、
血
に
飽
い
た
猛
獣
の
如
く
に
、
屍
骸

み

お

ろ

の
や
う
な
街
を
廠
下
し
て
居
た
。
其
の
宮
殿
の
奥
で
打
ち
鳴
ら
す
鐘
の
響
は
、

う
そ
ぶ

猛
獣
の
嘴
く
や
う
に
國
の
四
方
へ
轟
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
孔
子
一
行
が
見
た
衛
国
の
町
は
、
ま
さ
に
恐
怖
世
界
の
よ

う
で
あ
る
。
同
時
に
、
衛
の
王
の
霊
公
は
夫
人
南
子
と
、
霊
台
の
上
で
酒
を
飲

み
な
が
ら
、
野
山
の
春
を
眺
め
る
。
寂
れ
た
国
の
光
景
を
見
て
い
た
霊
公
は
次

の
よ
う
に
嘆
い
て
い
る
。

天
に
も
地
に
も
、
う
ら
A

か
な
光
が
泉
の
や
う
に
流
れ
て
居
る
の
に
、
何

こ
A

ろ
よ

故
私
の
國
の
民
家
で
は
美
し
い
花
の
色
も
見
え
ず
、
快
い
鳥
の
整
も
聞
こ

え
な
い
の
で
あ
ら
う
。

こ
れ
は
、
霊
公
と
南
子
夫
人
の
登
場
シ
ー
ン
で
あ
る
。
霊
台
の
上
で
の
霊
公

の
嘆
き
か
ら
、
仁
徳
を
以
て
天
下
を
治
め
た
い
王
の
本
心
が
窺
え
る
。
気
に
な

る
の
は
、
孔
子
の
誡
と
南
子
夫
人
の
色
香
の
間
に
迷
う
霊
公
の
心
象
を
表
現
す

る
場
所
が
、
「
霊
台
」
と
設
定
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。
「
霊
台
」
は
ど
の
よ
う

な
意
味
を
持
つ
の
か
、
ま
た
、
こ
れ
を
主
人
公
で
あ
る
霊
公
の
舞
台
と
す
る
の

は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
霊
公
が
孔
子
と
面
会
す
る
場
面
か
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

賢
人
の
計
ら
い
を
聞
い
て
霊
公
は
孔
子
を
招
じ
、
天
下
の
王
と
な
る
道
を
聖

人
に
尋
ね
、
そ
れ
以
来
、
霊
公
は
夜
に
南
子
夫
人
の
寝
屋
を
訪
ね
な
く
な
っ
た
。

衛
国
に
入
る
孔
子
一
行
の
目
に
入
る
の
は
以
下
の
光
景
で
あ
る
。
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正
し
い
治
国
の
道
に
進
も
う
と
す
る
霊
公
の
姿
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

其
の
日
か
ら
懲
公
の
心
を
左
右
す
る
も
の
は
、
夫
人
の
言
葉
で
な
く
つ
て
、

び

ょ

う

ど

う

ま

つ

り

ご

と

聖
人
の
言
葉
で
あ
っ
た
。
朝
に
は
廟
堂
に
参
し
て
正
し
い
政
の
道
を
孔
子

て

ん

も

ん

し

じ

に
尋
ね
、
夕
に
は
霊
豪
に
臨
ん
で
天
文
四
時
の
運
行
を
、
孔
子
に
學
び
、
夫

人
の
閾
を
訪
れ
る
夜
と
て
は
な
か
っ
た
。
錦
を
織
る
織
室
の
稜
の
音
は
、
六
藝

ゆ

づ

る

ひ

ち

り

き

を
學
ぶ
官
人
の
弓
弦
の
音
、
蹄
の
響
、
筆
築
の
整
に
婁
つ
た
。
一
日
、
公
は

朝
早
く
獨
り
憲
豪
に
上
つ
て
、
國
中
を
眺
め
る
と
、
野
山
に
は
美
し
い
小
鳥

が
囀
り
、
民
家
に
は
麗
し
い
花
が
開
き
、
百
姓
は
畑
に
出
て
公
の
徳
を
讃
ヘ

歌
ひ
な
が
ら
、
耕
作
に
い
そ
し
ん
で
居
る
の
を
見
た
。
公
の
眼
か
ら
は
、
熱

い
感
激
の
涙
が
流
れ
た
。

霊
公
の
仁
政
の
お
か
げ
で
、
死
骸
の
よ
う
で
あ
っ
た
街
は
美
し
く
な
り
、
庶

民
も
霊
公
の
徳
を
謳
え
始
め
る
。
国
も
徐
々
に
正
道
に
向
か
っ
て
い
く
。
し
か

し
、
そ
の
こ
と
が
南
子
夫
人
を
怒
ら
せ
る
。
霊
公
の
心
を
支
配
す
る
力
を
失
い

そ
う
な
南
子
夫
人
が
、
美
婦
人
の
格
好
で
再
び
霊
公
の
前
に
出
現
し
、
王
を
誘

惑
す
る
こ
と
で
、
そ
の
穏
や
か
な
光
景
が
破
ら
れ
る
。

す
べ

「
（
前
略
）
妾
は
継
べ
て
の
男
の
魂
を
奪
ふ
術
を
得
て
居
ま
す
、
妾
は
や

と

り

こ

が
て
彼
の
孔
丘
と
云
ふ
聖
人
を
も
、
妾
の
捕
虜
に
し
て
見
せ
ま
せ
う
。
」
と
、

ほ

A

え

な

が

し

め

夫
人
は
誇
り
か
に
微
笑
み
な
が
ら
、
公
を
流
阿
に
見
て
、
衣
摺
れ
の
音
荒
く

璽
量
を
去
っ
た
。
其
の
日
ま
で
平
静
を
保
つ
て
居
た
公
の
心
に
は
、
既
に
二

あ

い

せ

め

つ
の
力
が
相
閲
い
で
居
た
。

以
上
の
場
面
か
ら
、
霊
公
の
変
化
は
、
以
下
の
四
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
る

こ
と
が
出
来
る
。
最
初
に
霊
台
で
治
国
に
迷
う
霊
公
、
次
に
孔
子
の
誡
め
に
忠

実
に
従
う
霊
公
、
そ
の
後
、
治
国
の
好
転
に
感
激
の
涙
を
流
す
霊
公
、
最
後
に

美
し
い
南
子
夫
人
に
直
面
す
る
霊
公
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
の
彼
の
変
化
は
す
べ

て
「
霊
台
」
と
い
う
場
面
で
表
現
さ
れ
る
。
そ
の
霊
台
は
、
周
の
文
王
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
聖
台
で
あ
り
、
魂
が
あ
る
と
こ
ろ
（
注
二
十
二
）
で
あ
る
が
、

何
故
、
こ
こ
に
そ
れ
を
霊
公
の
舞
台
と
し
て
設
定
す
る
の
か
、
そ
れ
自
体
が
帯

び
る
象
徴
的
な
意
味
に
注
目
し
た
い
。

周
の
文
王
は
、
儒
教
思
想
に
お
い
て
、
武
王
や
周
公
旦
と
合
わ
せ
て
、
模
範

的
で
、
道
徳
的
な
儒
学
聖
人
の
代
表
と
見
倣
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
儒
家
の
孟

子
は
、
霊
台
を
建
て
る
こ
と
が
文
王
の
仁
政
を
象
徴
す
る
（
注
二
十
三
）
と
評

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
周
王
朝
は
霊
台
の
存
在
を
通
じ
て
、
社
会
の
道
徳
的
・

模
範
的
な
秩
序
を
表
象
し
、
孔
子
と
同
じ
く
儒
教
聖
人
と
称
さ
れ
る
文
王
を
、

永
続
的
な
道
徳
の
象
徴
と
し
て
想
起
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
作
品
で
は
霊
公
の
舞

台
を
霊
台
と
す
る
設
定
は
、
霊
公
が
一
国
の
王
と
し
て
、
文
王
の
よ
う
に
仁
政

を
以
て
治
国
す
る
初
心
を
持
つ
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
と
考
え
る
。
こ
う
し
た

設
定
は
、
孔
子
の
戒
告
を
聞
い
て
南
子
夫
人
に
直
面
し
た
霊
公
の
心
に
は
、
道

徳
が
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
作
中
で
霊
台
は
霊
公
の
初
心
を
象
徴
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
そ
れ
を
彼
の
舞
台
と
す
る
こ
と
で
、
テ
ク
ス
ト
の
最
後
に
現
れ
る
商

墟
の
地
と
対
照
的
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
だ
が
南
子
夫
人
の
出
現
が
、

王
の
心
を
動
揺
さ
せ
る
こ
と
は
、
王
が
色
香
に
対
し
て
抵
抗
で
き
な
い
結
果
を

仄
か
し
て
お
り
、
同
時
に
南
子
夫
人
と
霊
公
の
間
の
力
関
係
も
暗
示
し
て
い
る
。

こ
の
道
徳
と
色
香
と
の
対
峙
は
既
に
第
二
章
、
霊
公
の
出
現
よ
り
始
ま
る
の
で
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は
な
い
か
と
考
え
る
。
で
は
、
霊
公
に
対
し
、
南
子
夫
人
の
変
化
は
ど
の
よ
う

に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
。
次
に
南
子
夫
人
の
歴
史
像
を
は
じ
め
、
そ
れ
を
作

中
形
象
と
合
わ
せ
て
考
察
し
、
南
子
夫
人
を
姐
己
に
比
定
す
る
そ
の
モ
チ
ー
フ

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

四
、
史
書
に
お
け
る
南
子
夫
人

現
代
に
至
る
ま
で
南
子
夫
人
が
孔
子
と
面
会
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
主
題
と
す

る
文
芸
作
品
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
面
会
に
お
い
て
、
南
子
夫
人
は
色
香

の
力
を
持
つ
女
性
主
人
公
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
南
子

夫
人
は
「
麒
麟
」
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
の
か
。
ま
ず
彼

女
の
歴
史
像
を
考
察
す
る
こ
と
は
欠
か
せ
な
い
。
出
典
た
る
『
史
記
』
よ
り
引

用
す
る
。霊

公
の
夫
人
に
、
南
子
と
い
ふ
者
有
り
。
人
を
し
て
孔
子
に
謂
は
し
め
て

日
く
、
「
四
方
の
君
子
、
寡
君
と
兄
弟
と
為
ら
ん
と
欲
す
る
を
辱
と
せ
ざ
る
者

は
、
必
ず
寡
小
君
に
見
ゆ
。
寡
小
君
も
見
ん
こ
と
を
願
ふ
」
と
。
孔
子
辟
謝

す
れ
ど
も
、
巳
む
を
得
ず
し
て
之
に
見
ゆ
。
夫
人
、
稀
帷
の
中
に
在
り
。
孔

子
、
門
に
入
り
、
北
面
し
て
稽
首
す
。
夫
人
、
帷
中
よ
り
再
拝
す
。
環
城
の

玉
臀
謬
然
た
り
。
孔
子
日
く
、
「
吾
、
郷
に
は
見
え
ざ
ら
ん
こ
と
を
為
せ
り
。

之
に
見
え
て
證
答
せ
り
」
と
。
子
路
説
ば
ず
。
孔
子
之
を
矢
て
日
く
、
「
予
、

不
な
る
所
の
者
あ
ら
ば
、
天
之
を
厭
た
ん
、
天
之
を
厭
た
ん
」
と
。
衛
に
居

る
こ
と
月
餘
、
霊
公
、
夫
人
と
車
を
同
じ
う
し
、
宦
者
雖
渠
参
乗
し
て
出
づ
゜

孔
子
を
し
て
次
乗
と
為
ら
し
め
、
市
を
招
揺
し
て
之
を
過
ぐ
。
孔
子
日
＜
、

「
吾
、
未
だ
徳
を
好
む
こ
と
色
を
好
む
が
如
き
者
を
見
ざ
る
な
り
」
と
。
是

に
於
て
之
を
醜
と
し
、
衛
を
去
り
曹
に
過
る
。
是
の
歳
、
魯
の
定
公
卒
す
。

（
注
二
十
四
）

こ
の
よ
う
に
、
史
書
に
お
け
る
そ
の
面
会
に
つ
い
て
の
記
載
は
極
め
て
簡
潔

で
あ
り
、
南
子
夫
人
の
こ
と
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
は
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

だ
が
、
南
子
夫
人
の
美
貌
に
つ
い
て
は
、
後
世
に
も
有
名
な
言
莱
「
吾
、
未
だ

徳
を
好
む
こ
と
色
を
好
む
が
如
き
者
を
見
ざ
る
な
り
」
か
ら
読
み
取
れ
る
で
あ

ろ
う
。
実
は
、
南
子
夫
人
に
関
し
て
は
、
他
の
漢
籍
に
も
幾
つ
か
の
記
載
が
見

ら
れ
る
。
例
え
ば
、
衛
国
の
太
子
剃
戦
と
の
間
に
衝
突
が
あ
る
こ
と
は
『
史
記
』

の
「
衛
康
叔
世
家
」
（
注
二
十
五
）
の
中
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
次
に
原
文
を
引

用
す
る
。三

十
九
年
、
太
子
削
贖
、
霊
公
の
夫
人
、
南
子
と
、
悪
し
き
有
り
。
南
子

を
殺
さ
ん
と
欲
す
。
測
贖
、
其
の
徒
戯
陽
漱
と
謀
り
、
朝
に
し
て
夫
人
を
殺

さ
し
め
ん
と
す
。
戯
陽
後
に
悔
い
、
果
さ
ず
。
剃
贖
、
敷
と
之
を
目
す
。
夫

人
之
を
覺
り
、
憚
れ
呼
び
て
日
く
、
太
子
、
我
を
殺
さ
ん
と
欲
す
、
と
。
霊

公
怒
る
。
太
子
剃
贖
、
宋
に
稗
る
。
巳
に
し
て
晉
の
趙
氏
に
之
く
。
（
注
二
十
六
）

『
春
秋
左
氏
伝
』

夏
、
衛
の
璽
公
、
卒
す
。
夫
人
日
く
、
公
子
郡
に
命
じ
て
太
子
と
為
せ
。

君
の
命
な
り
、
と
。
封
へ
て
日
く
、
郵
は
他
子
に
異
な
り
。
且
つ
君
、
吾
が

手
に
没
せ
り
。
若
し
之
れ
有
ら
ば
、
郡
必
ず
之
を
聞
か
ん
。
且
つ
亡
人
の
子

輛
在
り
、
と
。
乃
ち
輛
を
立
つ
。
（
注
二
十
七
）
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『
列
女
伝
』

こ
れ
を
荘
公
と
な
す
。
夫
人
南
子
を
殺
し
、
（
中
略
）
南
子
惑
淫
、
宋
朝

こ
れ
親
し
む
。
（
注
二
十
八
）

こ
の
よ
う
に
、
南
子
夫
人
は
衛
の
夫
人
の
身
分
で
、
若
い
青
年
の
宋
朝
と
私

通
し
た
結
果
、
王
に
殺
さ
れ
た
女
性
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
一
瞥
す

れ
ば
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
実
に
薄
く
平
凡
な
存
在
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、

「
麒
麟
」
に
お
け
る
南
子
夫
人
像
は
、
な
ぜ
姐
己
の
形
象
に
似
せ
て
設
定
さ
れ

て
い
る
の
か
。
換
言
す
れ
ば
、
な
ぜ
南
子
夫
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
歴
史
上
の
南
子

像
で
は
な
く
、
姐
己
の
形
象
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
こ
の
間
い
へ
の

解
釈
が
、
「
「
狐
」
は
谷
崎
文
学
の
源
泉
で
あ
っ
た
」
（
注
二
十
九
）
と
い
う
千
葉

俊
二
の
指
摘
の
中
に
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
南
子
夫
人
の
形
象
の
変
化
、
及
び

そ
の
変
化
の
中
か
ら
現
れ
る
姐
己
の
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
て
い
き
た
い
。

五
、
「
麒
麟
」
に
お
け
る
南
子
夫
人
像

「
麒
麟
」
に
お
け
る
南
子
夫
人
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
固
定
さ
れ
た
形
象
で
は
な

く
、
そ
の
登
場
か
ら
最
後
ま
で
、
物
語
の
進
展
に
応
じ
て
変
化
し
て
い
る
。
霊

公
と
共
に
衛
の
国
に
来
る
孔
子
一
行
を
眺
め
る
南
子
夫
人
の
初
登
場
の
場
面
は
、

次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。くな

ば

ら

れ

い

だ

い

衛
の
君
の
霊
公
は
、
國
原
を
見
晴
る
か
す
憲
豪
の
欄
に
近
く
、
雲
母
の

つ

い

た

て

め

の

う

と

う

せ

い

う

ん

こ

ろ

も

は

く

げ

い

も

す

そ

硬
屏
、
璃
瑞
の
楊
を
運
ば
せ
て
、
青
雲
の
衣
を
纏
ひ
、
白
覚
の
裳
裾
を
垂
れ

な

ん

し

き

ょ

ち

ゅ

う

叫
夫
人
の
南
子
と
、
香
の
高
い
拒
壱
を
酌
み
交
は
し
な
が
ら
、
深
い
霞
の
底

に
眠
る
野
山
の
春
を
眺
め
て
居
た
。
（
中
略
）
「
妾
は
世
の
中
の
不
思
議
と
云

ふ
者
に
遇
つ
て
見
た
い
。
あ
の
悲
し
い
顔
を
し
た
男
が
真
の
聖
人
な
ら
、
妾

に
い
ろ
く
の
不
思
議
を
見
せ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」
か
う
云
つ
て
、
夫
人
は

夢
み
る
如
き
瞳
を
上
げ
て
、
遥
に
隔
た
り
行
く
車
の
跡
を
眺
め
た
。
（
傍
線
は

引
用
者
よ
る
、
以
下
同
じ
。
）

周
知
の
如
く
、
「
麒
麟
」
に
お
け
る
南
子
夫
人
の
女
性
像
は
、
谷
崎
文
学
に
は

一
貰
し
た
テ
ー
マ
た
る
妖
婦
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
南
子
夫
人
は
「
青
雲
の
衣

を
纏
い
、
白
芸
の
裳
裾
を
垂
れ
た
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
描
か
れ
て
い
る
。
「
妖

婦
」
も
し
く
は
「
毒
婦
」
の
形
象
は
全
然
見
ら
れ
な
い
。
文
学
作
品
で
は
、
人

物
の
個
性
を
表
現
す
る
た
め
、
登
場
の
前
後
で
イ
メ
ー
ジ
を
異
に
し
て
描
く
技

法
が
採
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
手
法
を
通
じ
、
そ
の
人
物
に
対
す
る

イ
ン
パ
ク
ト
効
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
、
こ
こ
に
描
か
れ
る

南
子
夫
人
の
衣
装
を
丹
念
に
見
れ
ば
、
道
教
の
道
服
に
近
い
格
好
で
、
純
粋
で

無
邪
気
な
女
性
イ
メ
ー
ジ
を
自
然
に
連
想
さ
せ
る
。
し
か
し
、
霊
公
を
支
配
す

る
力
を
失
い
そ
う
な
南
子
夫
人
が
、
再
度
霊
公
の
目
の
前
に
出
現
す
る
際
に
は
、

「
魔
力
を
持
つ
美
婦
人
」
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

其
の
時
、
ふ
と
、
か
う
云
ふ
整
が
聞
え
て
、
魂
を
そ
A

る
や
う
な
廿
い
香

な

ぶ

け

い

ぜ

つ

こ

う

が
、
公
の
鼻
を
開
つ
た
。
其
れ
は
南
子
夫
人
が
口
中
に
含
む
鶏
舌
香
と
、
常

せ

い

い

き

し

よ

う

び

す

い

に
衣
に
振
り
懸
け
て
居
る
西
域
の
香
料
、
薔
薇
水
の
匂
で
あ
っ
た
。
久
し
く

む

ざ

ん

忘
れ
て
居
た
美
婦
人
の
證
か
ら
放
つ
香
氣
の
魔
力
は
、
無
残
に
も
玉
の
や
う

な
公
の
心
に
、
鋭
い
爪
を
撃
ち
込
ま
う
と
し
た
。

さ
ら
に
、
小
説
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
、
怒
り
の
高
ま
っ
た
南
子
夫
人
が
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孔
子
に
八
つ
当
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
彼
女
の
イ
メ
ー
ジ
が
、

な
い
強
者
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
る
。

ほ

う

お

う

か

ん

ざ

し

た

い

ま

い

こ

う

が

い

鳳
凰
の
冠
を
戴
き
、
黄
金
の
銀
、
獣
瑣
の
等
を
挿
し
て
、

纏
っ
た
南
子
の
笑
顔
は
、
日
輪
の
輝
く
如
く
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
に

り

ん

い

げ

い

し

ょ

う

鱗
衣
覚
裳
を

最
初
「
青
雲
の
衣
」
を
着
て
い
た
南
子
夫
人
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

「
鳳
凰
の
冠
」
を
戴
く
強
力
な
女
王
に
変
わ
っ
て
い
る
。
南
子
夫
人
の
正
体
は
、

「
青
雲
の
衣
」
と
「
鳳
凰
の
冠
」
が
、
不
可
分
で
一
体
の
形
象
と
し
て
表
現
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
南
子
夫
人
の
内
包
す
る
毒
婦
性
が
「
青
雲
の
衣
を
纏
い
、

白
覚
の
裳
裾
を
垂
れ
た
」
と
い
う
一
見
純
粋
な
形
象
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

物
語
の
最
後
で
示
さ
れ
た
描
写
に
よ
れ
ば
、
孔
子
一
行
が
衛
国
を
去
る
前
日
、

庶
民
の
口
を
通
じ
て
南
子
夫
人
の
姿
が
美
の
極
致
に
至
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
夫
人
の
悪
を
意
識
し
て
も
逆
ら
う
事
の
出
来
な
い
霊
公
の
弱
者
と
し
て

の
姿
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

「
私
は
お
前
を
憎
ん
で
居
る
。
お
前
は
恐
ろ
し
い
女
だ
。
お
前
は
私
を
亡

ぼ
す
悪
魔
だ
。
し
か
し
私
は
ど
う
し
て
も
、
お
前
か
ら
離
れ
る
事
が
出
来
な

い
。
」
と
、
編
公
の
響
は
ふ
る
へ
て
居
た
。
夫
人
の
眼
は
悪
の
誇
に
輝
い
て
居

た。
つ
ま
り
、
南
子
夫
人
の
支
配
力
は
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
に
反
映
し
て
い
る
。

目
が
悪
の
誇
り
に
輝
く
、
毒
婦
た
る
南
子
夫
人
は
、
既
に
霊
公
を
支
配
す
る
強

者
と
な
り
、
同
時
に
悪
の
極
致
に
至
る
。
実
際
に
は
南
子
夫
人
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

容
貌
か
ら
心
ま
で
、
紺
王
の
寵
妃
姐
己
と
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
示
唆
が

多
い
。
ま
ず
、
夫
人
の
容
貌
に
つ
い
て
は
、
物
語
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
近
く
で

次
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。

「
姐
己
」
と
「
褒
似
」
は
二
人
と
も
中
国
の
歴
史
上
に
お
い
て
、
色
香
で
王
を

惑
わ
せ
、
国
を
破
滅
に
導
い
た
美
女
の
妃
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
谷
崎
は
南
子

夫
人
の
イ
メ
ー
ジ
に
姐
己
の
形
象
を
重
ね
る
技
法
に
よ
っ
て
、
そ
の
毒
婦
の
本

性
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
ま
た
、
別
の
場
面
の
描
写
で
も
姐
己
の
こ
と
を
想
起

さ
せ
る
。
例
え
ば
、
南
子
夫
人
の
冷
酷
さ
を
強
調
す
る
次
の
よ
う
な
場
面
が
あ

る。

ま

う

ら

く

こ

ぼ

其
の
中
に
は
夫
人
の
悪
徳
を
口
に
し
た
ば
か
り
に
、
抱
烙
に
顔
を
毀
た
れ
、

ち

ょ

う

か

は

頸
に
長
枷
を
嵌
め
て
、
耳
を
貫
か
れ
た
男
達
も
あ
っ
た
。
霊
公
の
心
を
惹
い

た
ば
か
り
に
夫
人
の
嫉
妬
を
買
つ
て
、
鼻
を
剃
が
れ
、
雨
足
を
削
た
れ
、
鉄

の
鎖
に
繋
が
れ
た
美
女
も
あ
っ
た
。
其
の
光
景
を
悦
惚
と
眺
め
入
る
南
子
の

顔
は
、
詩
人
の
如
く
美
し
く
、
哲
人
の
如
く
厳
癖
で
あ
っ
た
。

以
上
の
場
面
を
見
れ
ば
、
ご
く
自
然
に
歴
史
上
の
姐
己
の
こ
と
を
思
い
出
さ

せ
る
。
元
々
「
抱
烙
」
は
「
畑
烙
の
刑
」
に
由
来
し
て
お
り
、
『
史
記
』
「
殷
本

紀
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ひ

た

い

だ

っ

き

夫
人
の
類
は
姐
己
に
似
て
居
る
。

ほ

う

じ

夫
人
の
目
は
褒
似
に
似
て
居
る
。
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以
下
、
関
連
部
分
を
再
度
『
史
記
』
「
孔
子
世
家
第
十
七
」
よ
り
引
用
す
る
。

〔
紺
〕
酒
を
好
み
淫
築
し
、
婦
人
を
嬰
し
、
姐
己
を
愛
し
、
姐
己
の
言
に

是
れ
従
ふ
。
是
に
於
て
師
滑
を
し
て
新
淫
聾
・
北
里
之
舞
・
靡
靡
の
築
を
作

ら
し
む
。
（
中
略
）
酒
を
以
て
池
と
為
し
、
肉
を
縣
け
て
林
と
為
し
、
男
女
を

し
て
保
に
し
て
其
の
間
に
相
逐
は
し
め
、
長
夜
の
飲
を
為
す
。
百
姓
怨
望
し
、

而
し
て
諸
侯
に
、
畔
く
者
有
り
。
是
に
於
て
紺
乃
ち
辟
刑
を
重
く
し
、
抱
烙

の
法
有
り
。
（
注
三
十
）

ま
た
、
小
説
の
末
尾
の
一
節
で
、
孔
子
一
行
が
衛
を
去
る
場
面
が
次
の
よ
う

に
描
か
れ
て
い
る
。

き

す

い

西
暦
紀
元
前
四
百
九
十
三
年
の
春
の
某
の
日
、
黄
河
と
洪
水
と
の
間
に
挟

し
よ
う
き
ょ

ま
れ
る
商
墟
の
地
、
衛
の
国
都
の
街
を
胴
馬
に
練
ら
せ
る
二
輛
の
車
が
あ
っ

に

よ

じ

ゅ

は

た
。
雨
人
の
女
播
、
瞬
を
捧
げ
て
左
右
に
立
ち
、
多
敷
の
文
官
女
官
を
周
園

だ

っ

き

ほ

う

じ

に
従
へ
た
第
一
の
車
に
は
、
衛
の
霊
公
、
宦
者
苑
渠
と
共
に
、
姐
己
褒
似
の

心
を
心
と
す
る
南
子
夫
人
が
乗
っ
て
居
た
。
敷
人
の
弟
子
に
前
後
を
擁
せ
ら

す
う

れ
て
、
第
二
の
車
に
乗
る
者
は
、
甕
舜
の
心
を
心
と
す
る
諏
の
田
舎
の
聖
人

孔
子
で
あ
っ
た
。

衛
に
居
る
こ
と
月
餘
、
霊
公
、
夫
人
と
車
を
同
じ
う
し
、
宦
者
苑
渠
参
乗

し
て
出
づ
。
孔
子
を
し
て
次
乗
と
為
ら
し
め
、
市
を
招
揺
し
て
之
を
過
ぐ
。

孔
子
日
く
、
「
吾
、
未
だ
徳
を
好
む
こ
と
色
を
好
む
が
如
き
者
を
見
ざ
る
な
り
」

と
。
是
に
於
て
之
を
醜
と
し
、
衛
を
去
り
曹
に
過
る
。
是
の
歳
、
魯
の
定
公

卒
す
。
（
注
三
十
一
）

谷
崎
は
敗
北
し
た
孔
子
一
行
が
衛
の
国
を
去
る
場
所
を
「
黄
河
と
洪
水
と
の

間
に
挟
ま
れ
る
商
墟
の
地
」
に
設
定
し
た
。
孔
子
と
南
子
夫
人
の
別
れ
の
場
面

を
、
意
図
的
に
「
商
墟
の
地
」
に
特
定
す
る
こ
と
は
、
歴
史
上
の
紺
王
と
姐
己

の
物
語
を
想
起
さ
せ
る
役
割
を
果
た
す
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
歴
史
上
の
南
子
夫
人
は
、
宋
の
国
の
美
貌
の
公
子
朝
と
私
通
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
不
忠
の
夫
人
と
い
う
女
性
像
に
定
着
し
た
。
だ
が
、
こ
の
よ

う
な
女
性
像
は
、
谷
崎
文
学
を
貫
き
通
し
た
美
貌
で
強
者
の
女
性
像
と
し
て
は
、

少
々
物
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。
作
品
に
お
け
る
南
子
夫
人
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

歴
史
上
の
南
子
夫
人
よ
り
、
姐
己
の
方
に
さ
ら
に
近
接
し
て
見
え
る
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
聖
人
孔
子
の
敗
北
を
引
き
立
て
る
た
め
、
中
国
歴
代
の
悪
女
の
中

で
も
最
も
有
名
な
姐
己
は
、
南
子
夫
人
よ
り
読
者
に
直
裁
的
な
印
象
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
霊
公
を
支
配
す
る
南
子
夫
人
を
、
谷
崎

文
学
に
一
貫
し
た
妖
婦
の
形
象
に
昇
華
さ
せ
る
た
め
に
は
、
姐
己
の
毒
婦
イ
メ

ー
ジ
は
不
可
欠
の
要
素
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
女
性
像
こ
そ
は

「
す
べ
て
美
し
い
者
は
強
者
で
あ
り
、
醜
い
者
は
弱
者
で
あ
っ
た
。
」
と
い
う
谷

崎
文
学
の
美
学
上
の
特
徴
に
相
応
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

「
漢
籍
に
依
拠
し
つ
つ
漢
籍
を
離
れ
て
ゆ
く
」
（
注
三
十
二
）
の
「
麒
麟
」
に

お
い
て
、
南
子
夫
人
を
姐
己
と
近
接
す
る
毒
婦
の
イ
メ
ー
ジ
に
昇
華
さ
せ
る
た

め
に
、
谷
崎
は
意
図
的
に
相
当
量
の
漢
籍
に
取
材
し
た
。
こ
う
し
た
史
料
に
根

差
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
多
用
す
る
こ
と
で
、
南
子
夫
人
を
姐
己
と
見
な
す
意
識

が
読
者
に
繰
り
返
し
刷
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
南
子
夫
人
の
姐
己

の
形
象
へ
の
傾
斜
に
は
、
谷
崎
の
初
期
作
品
を
貫
く
悪
魔
主
義
の
特
徴
が
表
れ
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六
、
林
類
と
南
子
の
間

千
莱
俊
二
は
、
「
座
標
の
設
定
」
の
視
点
で
、
「
作
品
に
お
け
る
孔
子
と
南
子

は
二
項
対
立
的
な
関
係
に
あ
る
け
れ
ど
も
、
林
類
の
視
点
か
ら
、
南
子
夫
人
と

の
間
に
対
立
関
係
は
な
く
、
両
者
の
相
違
は
も
っ
ば
ら
量
的
な
多
寡
で
あ
る
」

（
注
三
十
三
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
道
徳
を
基
準
と
す
れ
ば
、
自

然
性
を
提
唱
す
る
道
家
思
想
、
及
び
人
間
の
欲
望
を
象
徴
す
る
南
子
夫
人
の
間

に
、
基
本
的
に
対
立
な
関
係
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
作
品

の
最
初
に
現
れ
る
南
子
夫
人
の
形
象
か
ら
、
彼
女
の
立
場
が
窺
え
る
も
の
が
あ

る。
ま
ず
、
林
類
の
口
か
ら
、
道
教
の
生
死
観
を
読
者
に
呈
し
て
い
る
部
分
を
「
麒

麟
」
の
中
か
ら
引
用
す
る
。

死
と
生
と
は
、
一
度
往
つ
て
一
度
反
る
の
ぢ
や
。
此
虜
で
死
ぬ
の
は
、
彼
慮

あ

く

せ

く

ま

ど

い

で
生
れ
る
の
ぢ
や
。
わ
し
は
、
生
を
求
め
て
鮨
麒
す
る
の
は
惑
ぢ
や
と
云
ふ

事
を
知
っ
て
居
る
。
今
死
ぬ
る
も
昔
生
れ
た
の
と
婁
り
は
な
い
と
思
う
て
居

る。こ
の
よ
う
に
、
林
類
は
道
家
の
代
表
と
し
て
、
人
間
の
生
死
を
天
に
任
せ
る

と
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
孔
子
は
「
な
か
な
か
話
せ
る
老
人
で
あ
る

が
、
然
し
其
れ
は
ま
だ
道
を
得
て
、
至
り
尽
さ
ぬ
者
と
見
え
る
」
と
評
し
、
否

定
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
麒
麟
」
の
テ
ー
マ
は
「
道
徳
」
と

「
色
香
」
の
両
項
対
立
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
、
儒
家
と
道
家

て
い
る
。

の
間
の
対
立
関
係
も
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
南
子
夫
人
に
会
う
前
に
、
孔

子
が
道
家
の
林
類
を
「
至
り
尽
き
ぬ
者
」
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者

の
間
に
、
協
調
の
関
係
は
な
い
と
言
え
よ
う
。
本
来
な
ら
、
道
徳
を
重
視
し
、

国
家
や
秩
序
を
保
つ
こ
と
を
目
的
と
す
る
儒
家
思
想
に
対
し
、
道
家
思
想
、
特

に
荘
子
は
、
形
式
や
礼
法
に
囚
わ
れ
ず
、
自
然
の
原
理
に
従
っ
て
生
き
る
こ
と

を
追
求
す
る
。
中
国
文
学
研
究
者
の
井
波
律
子
は
、
道
家
と
儒
家
思
想
の
関
係

に
つ
い
て
、
「
無
為
自
然
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
老
荘
思
想
は
、
不
断
に
儒
家
思

想
の
固
定
軸
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
注
三
十
四
）
が
、

道
家
思
想
は
、
本
質
的
な
部
分
で
儒
教
思
想
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

実
は
、
青
雲
の
衣
を
着
て
い
る
南
子
夫
人
の
登
場
形
象
も
道
家
の
形
象
に
近

い
。
「
青
雲
の
衣
」
は
中
国
道
教
の
道
服
の
最
も
著
し
い
特
徴
と
し
て
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
昔
か
ら
「
青
雲
山
」
は
道
家
の
修
練
地
で
あ
り
、
「
青
雲
抱
」
に
は

道
家
の
道
服
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
定
着
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
「
青
雲
」
と
い
う
言
葉
自
体
が
、
道
教
と
の
繋
が
り
を
連
想
さ
せ
る
の
で

あ
る
。
例
え
ば
「
道
教
仙
人
」
呂
洞
賓
（
注
三
十
五
）
が
青
雲
に
乗
っ
て
降
臨

す
る
逸
話
は
、
現
在
で
も
有
名
な
道
教
聖
地
「
青
雲
譜
」
（
注
三
十
六
）
の
由
来

と
し
て
あ
る
。
「
白
雲
観
」
（
注
三
十
七
）
で
は
、
平
日
や
礼
儀
の
祭
り
に
着
用

す
る
道
服
が
青
藍
色
で
あ
る
（
注
三
十
八
）
。
ま
た
、
「
青
雲
山
八
宝
洞
」
（
注

三
十
九
）
も
道
家
の
修
練
地
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
「
白
寛
の
裳

裾
」
に
つ
い
て
は
、
一
見
確
か
に
「
白
い
虹
の
よ
う
に
美
し
い
衣
の
す
そ
」
（
注

四
十
）
と
の
意
味
が
読
み
取
れ
る
が
、
よ
り
深
く
調
べ
れ
ば
、
実
は
「
青
雲
白

覚
」
は
「
太
陽
神
の
衣
」
と
し
て
、
『
楚
辞
』
の
「
九
歌
・
東
君
」
（
注
四
十
一
）

に
由
来
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
青
雲
白
寛
」
を
身
に
ま
と
い
、
夢
み
る
如
き

瞳
を
上
げ
て
登
場
す
る
南
子
夫
人
が
、
実
は
強
者
で
あ
る
こ
と
を
ご
く
自
然
に
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読
者
に
暗
示
す
る
の
で
は
な
い
か
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
「
麒
麟
」
に
お
け
る
南
子
夫
人
像
は
、
妖
婦
と
道
家
の
イ

メ
ー
ジ
が
絡
ん
だ
女
性
像
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
林
類
の

登
場
を
関
連
さ
せ
て
考
察
す
れ
ば
、
小
説
の
前
半
に
お
い
て
、
道
家
思
想
が
自

然
に
作
品
の
下
地
と
し
て
溶
け
込
み
、
孔
子
を
代
表
す
る
儒
教
思
想
を
明
線
と

す
れ
ば
、
「
無
為
自
然
」
を
主
張
す
る
林
類
と
、
欲
望
の
美
を
代
表
す
る
南
子
夫

人
は
道
家
側
に
立
つ
暗
線
と
し
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
二
つ

の
価
値
観
は
、
平
行
す
る
二
本
の
線
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
、
最
初
か
ら
最
後
ま

で
本
作
品
を
貫
い
て
い
る
。

七
、
終
わ
り
に

歴
史
上
の
商
紺
王
は
、
姐
己
の
色
香
に
惑
溺
し
た
結
果
、
亡
国
を
招
く
。
儒

家
思
想
の
模
範
と
見
倣
さ
れ
る
周
王
朝
は
、
そ
の
こ
と
を
帝
辛
紺
王
の
道
徳
失

格
と
批
判
し
て
い
た
（
注
四
十
二
）
。
こ
れ
に
対
し
、
霊
公
は
一
旦
南
子
夫
人
の

支
配
か
ら
離
れ
て
い
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
南
子
夫
人
の
美
色
に
陥
る
。
人

間
が
欲
望
に
対
し
て
常
に
無
力
で
あ
る
と
意
識
し
た
孔
子
は
、
「
吾
未
だ
徳
を
好

む
こ
と
色
を
好
む
が
如
き
者
を
見
ざ
る
な
り
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
を
残
し
、

伝
道
の
道
に
就
い
て
い
く
。

つ
ま
り
、
周
の
民
と
孔
子
は
、
儒
教
思
想
の
立
場
か
ら
、
帝
辛
と
霊
公
の
二

人
共
、
色
香
に
対
し
て
無
力
な
存
在
と
見
倣
し
て
批
判
し
て
い
た
。
殷
の
時
代

で
あ
ろ
う
と
、
春
秋
時
代
で
あ
ろ
う
と
、
人
間
の
心
の
中
で
は
道
徳
と
欲
望
の

二
つ
の
力
が
始
終
戦
っ
て
い
る
。
厄
介
な
結
末
を
招
く
主
因
に
な
る
と
し
て
、

女
色
に
耽
溺
す
る
こ
と
が
常
に
批
判
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
儒
家
思
想
で
は
、

そ
れ
が
「
近
女
色
」
と
言
わ
れ
、
戒
め
と
し
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
。
古
来
、

．
．
．
．
．
 

而
も
我
之
を
雑
誌
精
神
界
の
箕
岡
勢
舟
氏
に
き
く
、
日
く
「
荘
子
は
東
洋

•••••••••••••••••.••• 
の
ニ
イ
チ
ェ
に
し
て
、
ニ
イ
チ
ェ
は
西
洋
の
荘
子
な
り
」
と
。
（
中
略
）
嗚
呼

し
ょ
う
じ
ん

女
性
に
対
す
る
軽
視
が
、
「
唯
だ
女
子
と
小
人
と
は
養
な
い
難
し
と
為
す
」
（
注

四
十
三
）
な
ど
の
言
葉
に
も
見
ら
れ
る
通
り
、
僑
家
思
想
に
お
い
て
は
、
道
徳

に
対
す
る
認
識
が
必
ず
し
も
説
得
力
の
あ
る
客
観
性
を
持
つ
と
は
言
え
な
い
。

実
際
に
は
、
非
道
徳
と
い
う
言
葉
遣
い
は
、
現
代
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
あ
る

意
味
、
人
間
性
、
或
い
は
人
間
の
自
然
性
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「
刺
青
」
、
「
麒
麟
」
を
発
表
し
た
同
年
の
十
一
月
、
谷
崎
は
和
辻
哲
郎
、
木
村

荘
太
と
の
対
談
で
、
自
分
の
文
学
的
理
想
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
の
点
で
僕
は
古
い
ん
だ
。
し
か
し
僕
の
や
っ
て
る
事
は
決
し
て
古
か
な

い
積
り
だ
な
。
ロ
ダ
ン
の
彫
刻
を
見
る
と
実
に
自
由
だ
、
神
話
も
材
料
に
す

れ
ば
、
現
代
人
の
肖
像
も
や
る
、
そ
し
て
い
ろ
ん
な
形
式
で
実
に
自
由
に
表

わ
す
だ
け
の
事
を
表
わ
し
て
い
る
、
僕
は
文
学
で
以
て
あ
れ
が
や
り
た
い
ん

だ
。
（
注
四
十
四
）

こ
の
文
学
観
は
「
麒
麟
」
の
中
で
大
い
に
表
出
さ
れ
て
い
る
。
谷
崎
は
史
料

を
駆
使
し
、
豊
か
な
想
像
の
力
で
「
麒
麟
」
の
妖
し
い
世
界
を
描
い
た
。
こ
う

し
た
手
法
を
通
じ
て
、
人
間
性
と
い
う
も
の
が
、
歴
史
の
中
に
お
い
て
終
始
変

わ
ら
な
い
と
い
う
見
方
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
道
徳
と
理
想
に
つ
い

て
、
「
麒
麟
」
を
創
作
す
る
六
年
前
頃
、
一
九

0
四
年
五
月
に
谷
崎
潤
一
郎
本
人

は
、
真
岡
勢
舟
（
注
四
十
五
）
の
「
荘
子
は
東
洋
の
ニ
ー
チ
ェ
に
し
て
、
ニ
ー

チ
ェ
は
西
洋
の
荘
子
な
り
」
を
引
用
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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ニ
ー
チ
ェ
と
荘
子
の
思
想
に
お
け
る
―
つ
の
共
通
点
は
、
「
人
間
の
認
識
と
価

値
評
価
に
対
す
る
徹
底
し
た
批
判
と
破
壊
の
作
業
を
企
て
る
こ
と
。
」
（
注

四
十
七
）
で
あ
る
。
道
家
の
荘
子
を
西
洋
の
ニ
ー
チ
ェ
に
類
比
す
る
と
い
う
真

岡
の
主
張
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
つ
つ
、
谷
崎
は
当
時
の
思
想
界
に
お
け
る
道
徳

や
哲
学
に
対
す
る
己
の
思
考
を
言
明
す
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
偽
善
、
偽
道
徳
に

満
足
す
る
世
間
に
対
し
て
反
発
す
る
谷
崎
の
姿
勢
が
窺
え
る
。
当
時
の
谷
崎
が

抱
き
続
け
た
反
伝
統
の
現
代
思
想
と
も
見
な
せ
よ
う
。
実
際
、
そ
う
し
た
古
い

道
徳
を
離
れ
て
純
芸
術
的
な
も
の
を
追
求
す
る
文
学
観
の
由
来
に
つ
い
て
、
谷

崎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

道
徳
と
か
戯
作
者
気
質
と
か
を
離
れ
て
、
そ
う
し
て
純
藝
術
的
な
気
持
で

自
由
に
創
作
し
よ
う
と
い
う
気
持
が
起
っ
た
こ
と
は
西
洋
の
影
響
だ
と
思
う

な
。
結
局
そ
う
い
う
気
持
で
い
て
も
、
し
ま
い
に
は
戯
作
者
趣
味
的
な
も
の

仲
尼
、
孟
飼
の
徒
、
以
て
氣
死
せ
し
む
べ
く
、
道
學
先
生
を
し
て
顔
色
な
か

ら
し
む
べ
し
。
何
等
鋭
利
な
る
筆
鋒
ぞ
や
。
予
や
不
幸
幼
に
し
て
人
生
の
災

禍
に
遭
逢
し
、
貧
困
の
中
に
育
ち
て
運
命
の
神
の
手
に
奔
弄
せ
ら
る
A

こ
と

弦
に
十
九
年
、
（
中
略
）
而
も
時
に
胸
中
に
不
平
満
々
と
し
て
僅
に
荘
子
、
ニ

イ
チ
ェ
を
思
う
て
自
快
と
な
し
、
（
中
略
）
予
は
彼
等
を
崇
拝
し
、
彼
等
を
学

••.•••••••••.••••• 

ば
ん
と
す
る
者
に
あ
ら
ず
、
道
徳
可
也
、
不
道
徳
可
也
。
予
は
唯
大
な
る
思

想
を
望
む
。
而
し
て
現
今
の
思
想
界
の
何
ぞ
偽
善
偽
道
徳
、
小
理
想
、
小
哲

學
に
満
足
し
て
、
大
な
る
真
率
な
る
理
想
の
爾
く
少
き
や
。
ニ
イ
チ
エ
叫
ん

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

で
日
く
。
（
中
略
）
然
り
、
現
代
の
小
理
想
偽
道
徳
に
反
抗
し
、
人
間
の
大
理

••••••••••• 

想
を
齋
す
の
人
、
今
や
一
度
出
現
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
也
。
（
注
四
十
六
）

以
上
よ
り
、
純
芸
術
性
を
追
求
す
る
谷
崎
の
価
値
観
は
、
西
洋
文
芸
の
影
響

下
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
作
中
人
物
に
戻
っ
て
見
れ
ば
、
儒
教
体
系
の
始
祖

で
あ
る
孔
子
は
、
紀
元
前
の
中
国
や
、
東
ア
ジ
ア
各
国
で
二

0
0
0年
以
上
に

亘
り
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
お
り
、
父
子
、
君
臣
、
夫
婦
の
間
に
安
定
的
な
関

係
を
構
築
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る
こ
と
で
、
そ
の
思
想
は
国
家
統
治
を
維
持
す

る
基
盤
と
し
て
見
倣
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
聖
人
を
し
て
も
、

色
香
に
惑
溺
に
す
る
人
間
に
対
し
て
は
無
力
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
麒
麟
」

の
中
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
霊
公
を
説
得
で
き
な
か
っ
た
聖
人
孔
子
の
失
意
は
、

討
王
の
時
代
で
あ
れ
、
霊
公
の
時
代
で
あ
れ
、
芸
術
美
の
前
で
は
、
人
間
は
抵

抗
し
き
れ
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
「
麒
麟
」
に
お
け
る
思
想
の
対
立
を
め
ぐ
っ
て
、
テ
ク
ス
ト
を
四

つ
の
章
に
分
け
、
以
下
の
考
察
を
お
こ
な
っ
て
来
た
。
―
つ
目
は
、
小
説
の
構

造
を
焦
点
と
し
て
、
林
類
の
登
場
が
作
品
全
篇
に
及
ぼ
す
意
味
。
二
つ
目
は
、

霊
台
の
象
徴
的
な
意
味
を
含
め
、
歴
史
上
の
紺
王
、
及
び
商
墟
と
の
関
連
。
そ

し
て
場
所
の
移
転
に
伴
う
霊
公
の
変
化
で
あ
る
。
三
つ
目
は
、
道
家
と
し
て
の

イ
メ
ー
ジ
か
ら
悪
女
姐
己
に
至
る
ま
で
の
南
子
夫
人
の
形
象
変
化
。
四
つ
目
は
、

人
間
の
自
然
性
を
尊
重
す
べ
き
、
と
い
う
道
家
思
想
と
ニ
ー
チ
ェ
の
現
代
思
想

と
の
共
通
点
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
「
麒
麟
」
と
い
う
物
語
は
、
孔
子
の
思
想
を
背
景
に
、

霊
公
と
南
子
夫
人
の
変
化
の
仕
方
に
焦
点
を
合
わ
せ
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
る
。
霊
公
の
変
化
は
、
そ
の
中
に
道
徳
と
人
間
性
の
対
抗
を
反
映

し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
南
子
夫
人
の
姐
己
化
す
る
様
子
は
、
悪
者
で
あ
っ

に
な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
も
。
（
注
四
十
八
）
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一
、
漢
の
武
帝
時
期
に
司
馬
遷
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
歴
史
書
で
あ
る
。
「
麒

麟
」
の
取
材
は
主
に
「
孔
子
世
家
」
の
一
節
か
ら
で
あ
る
。

二
、
孔
子
死
後
、
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
彼
の
言
行
を
記
録
し
た
書
物
で
あ
る

『
孟
子
』
、
『
大
学
』
、
『
中
庸
』
を
合
わ
せ
て
「
四
書
」
と
称
さ
れ
る
。

三
、
谷
崎
潤
一
郎
「
麒
麟
」
一
九
一

0
年
十
二
月
第
二
次
「
新
思
潮
」
十
二
月

号
原
載
。
『
刺
青
』
（
籾
山
書
店
、
一
九
―
一
年
十
二
月
）
所
収
。

四
、
谷
崎
潤
一
郎
「
刺
青
」
一
九
一

0
年
十
一
月
「
新
思
潮
」
十
一
月
号
原
載
。

『
刺
青
』
（
籾
山
書
店
、
一
九
―
一
年
十
二
月
）
所
収
。
「
す
べ
て
美
し
い

「注」
て
も
、
美
し
い
者
で
あ
れ
ば
強
者
で
あ
る
と
い
う
谷
崎
独
自
の
芸
術
観
を
象
徴

し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
道
徳
と
人
間
性
に
対
す
る
思
考
が
、
谷
崎
文
芸
思

想
の
基
盤
の
一
環
で
あ
り
、
「
麒
麟
」
の
小
説
と
し
て
の
本
質
で
あ
る
。

旧
道
徳
に
束
縛
さ
れ
る
生
き
方
に
対
し
、
美
へ
の
追
求
は
人
間
の
自
然
性
で

あ
り
、
尊
重
す
べ
き
と
い
う
谷
崎
の
現
代
文
芸
思
想
が
、
「
麒
麟
」
の
中
で
鮮
や

か
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
然
主
義
文
学
が
主
流
で
あ
っ
た
当
時
の

文
壇
に
、
芸
術
美
の
溢
れ
る
「
麒
麟
」
は
、
充
分
個
性
に
満
ち
た
作
品
で
あ
る

の
み
な
ら
ず
、
思
想
性
も
高
く
優
れ
た
短
編
小
説
と
評
価
で
き
る
。
自
然
主
義

か
ら
浪
漫
主
義
に
移
り
変
わ
ろ
う
と
す
る
時
代
の
先
頭
に
立
っ
た
谷
崎
の
先
鋭

的
な
意
識
も
、
そ
こ
に
明
ら
か
に
見
て
取
れ
る
。
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、

「
麒
麟
」
の
再
考
が
、
谷
崎
文
芸
思
想
の
再
評
価
に
、
不
可
欠
で
あ
り
、
あ
ら

た
め
て
「
麒
麟
」
自
体
の
価
値
を
、
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
も
の
で
あ
る
。

も
の
は
強
者
で
あ
り
、
醜
い
者
は
弱
者
で
あ
っ
た
。
」
は
「
刺
青
」
に
よ

る。

五
、
永
井
荷
風
「
谷
崎
潤
一
郎
氏
の
作
品
」
（
『
荷
風
全
集
』
第
七
巻
、
岩
波
書

店
、
一
九
九
二
年
十
月
）
四
八
六
頁
。
一
九
―
一
年
十
一
月
『
三
田
文
学
』

十
一
月
号
原
載
。

六
、
篠
塚
真
木
「
谷
崎
潤
一
郎
の
デ
ビ
ュ
と
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
ー
’
_
「
麒

麟
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
ー
|
'
」
（
『
東
京
女
子
大
学
論
集
』
第
十
八
巻
第
一

号
、
一
九
六
七
年
九
月
）
三
五
頁
ー
六
二
頁
。

七
、
大
島
真
木
（
注
六
と
同
じ
著
者
）
「
谷
崎
潤
一
郎
の
初
期
の
創
作
方
法
|
'

ー
「
麒
麟
」
再
論
と
「
信
西
」
の
材
源
ー
—
'
」
『
東
京
女
子
大
学
論
集
』

第
二
十
三
巻
第
二
号
、
一
九
七
三
年
三
月
、
一
頁
i
三
四
頁
。

八
、
西
原
大
輔
『
谷
崎
潤
一
郎
と
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』
中
央
公
論
新
社
、
ニ

0
0
三
年
七
月
、
六
七
頁
。

九
、
吉
美
顕
「
「
麒
麟
」
論
：
人
間
内
部
の
二
つ
の
力
の
争
い
を
め
ぐ
っ
て
」

『C
o
m
p
a
r
a
t
i
o
』
竿
空
一
号
、
一
九
九
八
年
四
月
、
八
四
頁
。

+
、
雀
海
燕
「
二
人
の
南
子
ー
谷
崎
潤
一
郎
「
麒
麟
」
と
林
語
堂
「
子
見
南
子
」
」

|
『
早
稲
田
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
別
冊
』
第
十
七
巻
第
一
号
、
ニ

0
0九
年
九
月
、
三
三
一
頁
。

十
一
、
日
夏
歌
之
介
『
谷
崎
文
学
』
（
吉
田
精
一
監
修
『
近
代
作
家
研
究
叢
書
』

第
一
九
巻
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
三
年
十
二
月
）
一

0
四
頁
。

日
夏
歌
之
介
『
谷
崎
文
学
』
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
五

0
年
一
月
）
原

載。

十
二
、
徳
田
進
「
谷
崎
文
学
と
中
国
古
典
と
の
交
渉
ー
ー
＇
「
麒
麟
」
を
中
心
に

-24-



|
」
『
中
国
古
典
と
日
本
近
代
文
学
と
の
交
渉
』
、
芦
書
房
、

八
年
四
月
、
八
二
頁
。

十
三
、
吉
田
精
一
『
近
代
文
学
鑑
賞
講
座
九
谷
崎
潤
一
郎
』
（
角
川
書
店
、

一
九
五
九
年
九
月
）
六
一
頁
。

十
四
李
春
草
「
谷
崎
潤
一
郎
「
麒
麟
」
再
考
ー
一
ー
一
漢
籍
と
の
関
わ
り
か

ら
|
|
」
『
同
志
社
国
文
学
』
第
八
五
号
、
二

0
一
六
年
十
二
月
、
六

七
頁
。

十
五
、
千
葉
俊
二
『
谷
崎
潤
一
郎
狐
と
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
』
小
沢
書
店
、
一
九

九
四
年
六
月
。

十
六
、
道
家
老
子
の
門
弟
。

十
七
、
中
国
戦
国
時
代
の
哲
学
者
で
あ
る
列
子
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
道
家
著

書
で
あ
る
。

十
八
、

「
麒
麟
」
引
用
テ
ク
ス
ト
は
、
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
第
一
巻
（
中
央

公
論
社
、
一
九
六
六
年
十
一
月
）
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。
ま
た
、
傍
線

は
引
用
者
に
よ
る
。

十
九
、
「
孔
子
遂
に
衛
に
適
き
、
子
路
の
妻
の
兄
顔
濁
郷
の
家
を
主
と
す
。
」

司
馬
遷
『
史
記
』
「
孔
子
世
家
第
十
七
」
吉
田
賢
抗
訳
『
史
記
』
（
新
釈

漢
文
大
系
第
八
七
巻
、
明
治
書
院
、
一
九
八
二
年
二
月
）
八
二
七
頁
。

二
十
、
前
掲
注
十
九
に
同
じ
。
「
月
餘
に
し
て
衛
に
反
り
、
蓮
伯
玉
の
家
を
主

と
す
。
」
八
二
九
頁
。

二
十
一
、
孔
子
が
林
類
と
出
会
う
場
面
は
そ
の
「
天
瑞
篇
」
に
次
の
よ
う
に
記

載
さ
れ
て
い
る
。
林
類
年
且
百
歳
，
底
春
被
裟
，
拾
遺
穂
於
故
畦
，

並
歌
並
進
。
孔
子
適
衛
，
望
之
於
野
。
日
本
語
訳
は
次
の
通
り
で
あ

一
九
八

る
。
「
林
類
、
年
且
に
百
歳
な
ら
ん
と
す
。
春
に
底
り
て
袋
を
被
て
遺

穂
を
故
畦
に
拾
ひ
、
並
び
歌
ひ
並
び
進
む
。
孔
子
衛
に
適
き
、
之
を

野
に
望
み
」
『
列
子
』
「
天
瑞
篇
」
徳
田
進
『
中
国
古
典
と
日
本
近
代

文
学
と
の
交
渉
』
（
芦
書
房
、
一
九
八
八
年
四
月
）
七
四
頁
参
照
。

二
十
二
、
新
村
出
編
『
広
辞
苑
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
九
月
）
二
五
三

八
頁
。

二
十
三
、
「
文
王
民
力
を
以
て
、
台
を
為
り
、
沼
を
為
り
、
而
し
て
民
之
を
歓

楽
す
。
其
の
台
を
謂
ひ
て
霊
台
と
日
ひ
、
其
の
沼
を
謂
ひ
て
霊
沼
と

日
ひ
」
公
孫
丑
．
萬
章
『
孟
子
』
「
梁
恵
王
」
宇
野
精
一
『
孟
子
全
訳

注
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二

0
一
九
年
三
月
）
一
三
頁
。

二
十
四
、
前
掲
注
十
九
に
同
じ
。
八
三

0
頁。

二
十
五
、
司
馬
遷
『
史
記
』
「
世
家
」
の
一
章
で
あ
る
。
「
殷
の
遺
民
を
収
容
し

て
、
武
王
の
第
九
子
康
叔
封
が
領
邑
を
も
ら
っ
て
衛
と
い
っ
た
。
（
中

略
）
そ
の
民
が
よ
く
集
和
し
た
こ
と
を
嘉
し
て
、
衛
世
家
第
七
を
作

っ
た
」
吉
田
賢
抗
訳
『
史
記
』
（
新
釈
漢
文
大
系
第
八
五
巻
、
明
治
書

院
、
一
九
七
七
年
九
月
）
ニ
ニ
九
頁
。

二
十
六
、
前
掲
注
二
十
五
に
同
じ
。
二
四
八
頁
。

二
十
七
、
左
丘
明
『
春
秋
左
氏
伝
』
「
哀
公
」
鎌
田
正
訳
『
春
秋
左
氏
伝
四
』
（
新

釈
漢
文
大
系
第
三
三
巻
、
明
治
書
院
、
一
九
八
一
年
一

0
月）

四
四
頁
よ
り
引
用
。

二
十
八
、
劉
向
『
列
女
伝
』
荒
城
孝
臣
訳
『
列
女
伝
』
（
明
徳
出
版
社
、

六
九
年
二
月
）
三
二
四
頁
よ
り
引
用
。

二
十
九
、
前
掲
注
一
五
。
五
二
頁
。

一
九
一
七
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三
十
、
司
馬
遷
『
史
記
』
「
殷
本
紀
」
（
吉
田
賢
抗
訳
『
史
記
』
（
一
）
新
釈
漢

文
大
系
、
明
治
書
院
、
一
九
七
三
年
二
月
）
一
三
四
頁
よ
り
引
用
。

三
十
一
、
前
掲
注
十
九
に
同
じ
。

三
十
二
、
前
掲
注
八
に
同
じ
。
六
七
頁
。

三
十
三
、
前
掲
注
十
五
に
同
じ
。
六
四
一
頁
。

三
十
四
、
井
波
律
子
『
中
国
の
大
快
楽
主
義
』
（
作
品
社
、
一
九
九
八
年
四
月
）

七
頁
。

三
十
五
、
中
国
民
間
信
仰
の
対
象
、
道
教
仙
人
で
あ
る
。

三
十
六
、
も
と
は
中
国
江
西
省
南
昌
市
に
有
名
な
道
親
で
あ
る
が
、
一
九
五
九

年
か
ら
「
八
大
仙
人
記
念
館
」
と
呼
ば
れ
、
博
物
館
と
な
る
。

三
十
七
、
北
京
に
あ
る
道
観
で
あ
る
。

三
十
八
、
野
口
鉄
朗
、
福
井
文
雅
『
道
教
事
典
』
（
平
河
出
版
社
、
一
九
九
四

年
四
月
）
参
照
。

三
十
九
、
河
南
省
豊
寧
県
に
青
雲
山
八
宝
洞
で
あ
る
。
馬
成
牧
「
愛
国
道
士
襲

浩
然
一
百
二
十
年
周
年
記
念
」
（
『
中
国
道
教
』
第
二
期
、
二

0
1
0

年
二
月
）
八
頁
。

四
十
、
坪
内
祐
三
（
編
）
『
永
井
荷
風
、
谷
崎
潤
一
郎
』
（
『
明
治
の
文
学
』
第

二
十
五
巻
、
筑
摩
書
房
、
二

0
0
一
年
十
一
月
）
二
五
四
頁
。

四
十
一
、
屈
原
『
楚
辞
』
「
九
歌
・
東
君
」
よ
り
引
用
こ
青
雲
衣
分
白
覚
裳
、

學
長
矢
分
射
天
狼
。
日
本
語
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
二
青
雲
の
衣
白

覚
の
裳
、
長
矢
を
挙
げ
て
天
狼
を
射
る
。
日
本
語
訳
は
加
藤
文
彬
「
陶

淵
明
受
容
研
究
」
（
筑
波
大
学
博
士
学
位
論
文
、
二

0
一
六
年
）

八
七
頁
参
照
。

四
十
二
、
楊
儒
賓
「
殷
周
之
際
の
紺
王
与
文
王
ー
~
新
天
命
観
の
解
読
」
（
『
深

訓
社
会
科
学
』
第
二
期
、
二

0
一
八
年
二
月
）
参
照
。

四
十
三
、
金
谷
治
訳
注
『
論
語
』
（
岩
波
文
庫
、
二

0
一
三
年
四
月
）
三
六
二

頁
。
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
よ
呻
女
子
奥
小
人
、
為
難
養
也
。

四
十
四
、
谷
崎
潤
一
郎
、
和
辻
哲
郎
、
木
村
荘
太
「
R
E
A
L
C
O
N
V
E
R
S
A
T
I
O
N
」
（
小

谷
野
敦
、
細
江
光
編
『
谷
崎
潤
一
郎
対
談
集
ー
|
'
文
芸
編
』
中
央
公

論
新
社
、
二

0
一
五
年
三
月
）
＋
五
頁
。
一
九
一

0
年
＋
一
月
『
新

思
潮
』
第
三
号
原
載
。

四
十
五
、
「
青
鬼
堂
に
与
ふ
る
書
ー
ー
荘
子
と
ニ
ー
チ
ェ
を
論
ず
」
(
-
九

0

二
年
二
月
『
精
神
界
』
原
載
）
の
著
者
で
あ
る
。
千
莱
俊
二
『
谷
崎

潤
一
郎
狐
と
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
』
（
小
沢
書
店
、
一
九
九
四
年
六
月
）
参

照。

四
十
六
、
谷
崎
潤
一
郎
「
文
芸
と
道
徳
主
義
」
（
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
第
二
四

巻
（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
六
年
十
一
月
）
八
七
頁
ー
九
二
頁
。
（
傍

点
原
文
）
一
九

0
四
年
五
月
『
学
友
会
雑
誌
』
第
四
三
号
原
載
。
「
荘

子
は
東
洋
の
ニ
ー
チ
ェ
に
し
て
、
ニ
ー
チ
ェ
は
西
洋
の
荘
子
な
り
」

は
谷
崎
潤
一
郎
が
真
岡
勢
舟
の
原
文
の
ま
ま
引
用
し
た
。

四
十
七
、
菊
地
恵
善
「
荘
子
と
ニ
ー
チ
ェ
」
（
『
哲
学
年
報
』
第
六
十
九
号
、
ニ

0
1
0年
三
月
）
二
頁
。

四
十
八
、
谷
崎
潤
一
郎
、
志
賀
直
哉
「
文
芸
放
談
」
（
小
谷
野
敦
、
細
江
光
編

『
谷
崎
潤
一
郎
対
談
集
ー
ー
文
芸
編
』
中
央
公
論
新
社
、
二

0
一
五

年
三
月
）
三
一
五
頁
。
一
九
四
六
年
九
月
『
朝
日
評
論
』
一
巻
七
号

原
載
。

-26-


